




















































“ 早期警戒システム ” および作物管理において農家
の意思決定を支援する “ 栽培管理システム ” の両方
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タは，“ 基礎データ作成 ” フォルダーにある 2つの
アプリケーション，“ 標高値整理 ” アプリケーショ
ンおよび “ 標高データ結合 ” アプリケーションを利
用して作成する．具体的な作業は以下のとおりであ
る．
　まず，“ 標高値整理 ” アプリケーションで，国土




































る 24,26）．この RCS値を求めるため，“ 基礎データ
作成 ” フォルダーにある，“GPV座標検索 ”“GPV－
CSV”“GPV－ CSV結合 ”“GPVデータ整理 ”“RCS値
計算 ” の 5つのフォルダー内にあるアプリケーショ
ンを利用する．具体的な作業は，以下のとおりであ
る．







































リッドの座標が “ アメダスポイント近隣データ .txt”
として出力される．








































c） “ 標高差 ” アプリケーション




d） “ 開放度 ” アプリケーション















































































































































































































































作成する “ 地点間温位差 ” アプリケーションと，作
成した地点間温位差データを気温データに変換する
ための “50mメッシュ作成 ” アプリケーションから
なる．地点間温位差データを作成するには，事前に，
“ 基礎データ作成 ” アプリケーション群において，
50mメッシュ気温データ作成期間の RCS値を作成
しておく必要がある．さらに，50mメッシュ気温デー













































層気圧面 15 層（1000, 975, 950, 925, 900, 850, 800, 




















































































































































Food and Agriculture Organization of the United 
Nations）のガイドライン FAO Irrigation and Drainage 













































































データ範囲：北緯 34.1483～ 34.3033度　東経 132.9375
～ 133.0625度）






















第 11図　 大三島の 50ｍメッシュ日積算日射量データ
（2015年 8月 1日）
第 12図　 大三島の 50ｍメッシュ日相対湿度データ 
（2015年 8月 1日）











































































第 17図　 広島県山県郡北広島町周辺の 50ｍメッシュ標
高データ
（データ範囲：北緯 34.5667～ 34.8500度　東経 132.1250
～ 132.6250度）





重約 1.5kg相当）に達した日とし，2012～ 2016年の 5年
平均気温から推定した．）
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Development of application programs for 50m grid meteorological 
data for daily air temperature, daily accumulated solar radiation, daily 
relative humidity and daily accumulated reference evapotranspiration
Hideki UEYAMA
Key words: 50m grid data, Development application programs, air temperature, solar radiation, humidity, 
reference evapotranspiration
Summary
There are various grid data available, depending on the intended use of the data for agriculture. Most popular grid 
size in Japan is 1km resolution, but this size may not be suitable for practical cultivation, as hilly and mountainous 
area occupy about 40% of Japanese farmland. To address this problem, meteorological grid data with 50m resolution 
have been developed. It is needed technical skills and expertise for meteorological data, meteorological observations, 
programing and digital maps to compile meteorological grid data with 50m resolution. I therefore developed some 
application programs to compile a grid data with 50m resolution: daily mean, maximum and minimum air temperature, 
daily accumulated solar radiation, daily relative humidity and daily accumulated reference evapotranspiration. 
Researchers and technicians for agriculture without technical knowledge and skill for meteorological grid data 
compiling can develop the grid data with 50m resolution using the developed application programs.
 




































③　 “ 標高データ結合 .exe” アプリケーションをダ
ブルクリックして実行する．































④　 “GPV－ CSV.exe” アプリケーションをダブルク
リックして実行する．
b　“GPV－ CSV結合 ”アプリケーション






④　 “GPV－ CSV.exe” アプリケーションをダブルク
リックして実行する．
⑤　 別途，“infile.txt” ファイルに 1日分のデータの




①　 “GPV－ CSV結合 ” アプリケーションで作成し






③　 “GPV座標検索 .exe” アプリケーションをダブ
ルクリックして実行する．
d　“GPVデータ整理 ”アプリケーション




データファイルにおける “ 年月日 ” のハイフン
および “ 経度・緯度・気温 ” を区切っているカ
ンマをスペースに変換する．
③　 第 ap.2図のように，「DATAfile.txt」ファイルに















①　 “GPVデータ整理 ” アプリケーションで作成し
た上層気圧面データファイルを本アプリケー
ションと同じフォルダーにコピーする．

































①　 “ 標高データ結合 ” アプリケーションによる









①　 “ 標高データ結合 ” アプリケーションの実行に
よる「HIGH50m.txt」ファイルと “ 観測座標計
算 ” アプリケーションによる「観測地点 XY座
標 .txt」ファイルを本アプリケーションと同じ
フォルダーにコピーする．





①　 “ 標高データ結合 ” アプリケーションによる






























の傾斜の通過数）を “ 傾斜の通過頻度 ” フォル
ダー（1つ上のフォルダー）に移動する．また，
“ 観測座標計算 ” アプリケーションで作成され
た「観測地点 XY座標 .txt」ファイルも “ 傾斜
の通過頻度 ”フォルダーにコピーする．





①　 “ 標高データ結合 ” アプリケーションによる

























④　 “ 気温日別整理 .exe” アプリケーションをダブ
ルクリックして実行する．
b　“温位変換 ” アプリケーション





③　 “ 温位変換 .exe” アプリケーションをダブルク
リックして実行する．
c　“TescTssc計算 ”アプリケーション



































①　 “ 標高データ結合 ” アプリケーションで作成さ
れた「HIGH50m.txt」ファイルを同じフォルダー
にコピーする．












①　 “ 標高データ結合 ” アプリケーションで作成さ
れた「HIGH50m.txt」ファイルを本アプリケー
ションと同じフォルダーにコピーする．













①　 “ 標高データ結合 ” アプリケーションで作成さ
れた「HIGH50m.txt」ファイルを同じフォルダー
にコピーする．















①　 “ 標高データ結合 ” アプリケーションで作成さ
れた「HIGH50m.txt」ファイルを同じフォルダー
にコピーする．















①　 “ 標高データ結合 ” アプリケーションで作成さ
れた「HIGH50m.txt」ファイルを同じフォルダー
にコピーする．

















①　 “ 標高データ結合 ” アプリケーションで作成さ
れた「HIGH50m.txt」ファイルを同じフォルダー
にコピーする．
























④　 “ 通過メッシュ数 ” フォルダーに作成された
「valleyT.txt」ファイルを（1つ上のフォルダー）
「傾斜の通過頻度」フォルダーにコピーする．















①　 “ 標高データ結合 ” アプリケーションで作成さ
れた「HIGH50m.txt」ファイルを同じフォルダー
にコピーする．



































































































群の “ ／基礎データ作成／標高データ結合 ” ア
プリケーションで作成された「HIGH50m.txt」


















































⑥　 “ アメダスデータ整理 .exe” アプリケーション
をダブルクリックして実行する．
（3）“直散日射計算 ”アプリケーション












成／ Null値 ” アプリケーションで作成した
「Nullvalue.txt」ファイルを本アプリケーション
と同じフォルダーにコピーする．





































































⑨　 “ 基準蒸発散量作成 .exe” アプリケーションを
ダブルクリックして実行する．
⑩　 コマンドプロンプトで作成する 50mメッシュ
日積算蒸発散量データの行数と列数を入力す
る．
⑪　 コマンドプロンプトで閏年かどうかを入力する
（閏年なら 10，それ以外なら 0）．
なお，「infile.txt」および「outfile.txt」に記載するファ
イルリストは，閏年と閏年以外の年を同じファイル
に並べられないことに注意が必要である．

